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おはなし会やその他のお知らせは P26

　もう 12 月、やっと 12 月・・・皆
さんにとってはどのような１年でし
たでしょうか？
12 月は、冬の季節の始まりですね。
寒い冬は暖かな部屋でじっくり読書
を楽しんでください。風邪などひか
ないように気をつけて・・・。

「粉雪クリスマス」　　新沢としひこ

粉雪　粉雪　ファラファラファララ
家も　町も　もみの木も
ゆうびんポストも　自転車も

粉雪　粉雪　ファラファラファララ
庭も　道も　ひいらぎも
電話ボックスも　自動車も

白く　白く　白い　
クリスマス

　『空にぐ～んと手をのばせ』より

災害に強いまちづくりは互
近助の力  
～隣人と仲良くする勇気～

著 : 山村武彦
出版：ぎょうせい

　隣人との友好的なコミュニケーションは
防災への近道。互近助 ( 互いに近くで助け
合う ) の力を高めて、ずっと住みたい安全・
安心なまちづくりをしませんか ? 自助と共
助、そして互近助の大切さを先進事例とと
もに解説します。（中央図書館所蔵）

チェクポ
～おばあちゃんがくれた
たいせつなつつみ～

ぶん：イ チュニ
え：キム ドンソン
やく：おおたけ きよみ
出版：福音館書店

　オギはおばあちゃんが縫ってくれたチェ
クポ ( 風呂敷のような布 ) で教科書やお弁当
を包んで学校に行きます。オギはお友達の
新品のかばんがうらやましくて…。暮らし
のささやかな工夫や手仕事の大切さに気づ
かされる韓国の絵本。（中央図書館所蔵）

受賞おめでとうございます
保護司活動が認められ
法務大臣表彰�
　宇陀地区保護司会の泉岡正昭さん（大宇陀小附）が、
長年にわたる保護司としての活動が認められ、法務大臣
表彰を受賞されました。
　泉岡さんは、平成 10 年 12 月に保護司を委嘱されて
以来、21 年の長きにわたって保護観察対象者の改善更
生や犯罪予防活動に尽力されたほか、平成 30 年度から
は宇陀地区保護司会の会長として活動するなど地域福
祉の向上にも尽力されています。

スピーチコンテストで
日頃の成果を発表� 11 月 7 日

　市役所大会議室において、令和元年度宇陀市英語ス
ピーチコンテストを開催しました。このコンテストは、 
市内各中学校で行われている英語学習の成果を発表し
交流することを通して、英語に対する関心をより高め、
国際性豊かな生徒を育成することを目的としています。
　市内の中学校から 15 人が参加し、個人でのスピーチ、
複数での英語劇などで、日頃の英語学習の成果を発揮し
ました。
　審査員からは、発音や表現力に対して好評をいただ
き、それぞれの課題や目標を見つけたようです。
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大宇陀小ワークショップ開催 !�10 月 8 日

　子どもたちと地域をアートでつなぐことを目的に、毎年開催
しているワークショップ。今年は「奈良・町家の芸術祭はならぁ
と」に参加するアーティスト「アムリタ」が、大宇陀小学校の
２年生を対象にワークショップを開催しました。
　今回は「演じる」をテーマに、どうすれば大人が小学 2 年
生になれるかを話し合い、「背を低くする」「8 本のろうそくを
吹き消す」などたくさんの意見が出されそれを演じました。
　次に、自分が将来なりたいものをグループ毎に演じてみまし
た。様々な「将来の自分」を、チームそれぞれの特色を出しな
がら、体育館の備品をうまく使って表現していました。
　小学 2 年生になった大人たちと全力で遊んだり、将来なり
たいものをどうやって表現するかを相談したりと、会場は子ど
もたちの思いもよらない発想や底なしのエネルギーであふれ、
短い時間でしたが、アーティストとのふれあいを満喫できたの
ではないでしょうか。

行政なんでも相談所　開設
� 10 月 23 日
　今年も奈良行政監視行政相談センターによる「登記・
税金・年金など行政なんでも相談所」が、サンクシティ
で開設され、法務局、弁護士、司法書士、税理士、社会
保険労務士、人権擁護委員、行政相談委員の方々が相談
を受けました。
　この日の相談件数は 50 件あり、多数の相談が寄せら
れました。主な相談内容は、相続に関すること、保険・
年金に関することのほか、身近な法律に関する相談が寄
せられました。

▲アーティストと楽しい時間を
　過ごせたワークショップ

▲小学2年生になるために
　児童からいろんな意見が

森林組合を見学しました� 10 月 2 日

　市女性林業研究グループ主催の見学会が、宇陀市森林組合で
一般の参加者も交えて開催されました。
　三本木組合長から、「昔は木が安くても消費できましたが、
現在は木の需要も少なくなり、時代にあった木の使い道を試行
錯誤しながら考えています。皆さん、山を荒らしておくと災害
にもつながります。何回か山に行き、山を見ていただきたいで
す。次世代に森林をつなげていきたい」と、森林の現状と今後
についてお話しいただきました。
　続いて工場内を見学し、山から伐採後、丸太が製品になるま
での工程を見学しました。
　参加者から「参加してよかった。私たちが知らない山林の現
状がよくわかりました」と話されました。

▲複数で行う英語劇（榛原中学校）


